
農業生物資源研究所 NIASオープンカレッジ
（共催：「知の市場」お茶の水女子大学LWWC）

問題点： 農業生物資源研究所の研究成果を
社会に発信する機会が不足している

生物資源の改良の歴史や社会貢献に

企画目的： メディアの集積地である東京において
農業生物資源研究所の研究成果を定
期的・効率的に情報発信する

生物資源の改良の歴史や社会貢献に
関する情報発信が、充分とは言えない

期的 効率的に情報発信する

生命科学リテラシー向上を通した
社会貢献

＜企画内容＞

平成21年9月から12月にかけ、東京の四ッ谷（主婦会館）でNIASオープンカレッジを開催した（毎週木曜日）。メディア
関係者、社会人、学生など52名（登録参加数）が受講し、当研究所の最新研究成果や遺伝子組換えの情報など、

様々なテーマを基に講義を行った。各講義の終わりには、受講者との意見交換の場が設けられ、講義内容に関して様々なテ マを基に講義を行った。各講義の終わりには、受講者との意見交換の場が設けられ、講義内容に関して
活発な意見交換が行われた。

・講義シラバス（平成21年度）

石毛講師の講義の様子

・講義の様子

川崎講師のカイコのフェロ川崎講師のカイコのフェロ
モン実験の様子

＜企画成果と今後の予定＞

約4ヶ月、合計15回の講義を修了した参加者（修了証発行者）は29名であり、修了者比率は申込者数の56％となった。
参加者の主な意見は以下の通りであり、概ね高い評価を得ている。来年度についても、秋から15回を開催する予定であり、今後
さらに多くの一般参加者が得られるように取り組む予定である。

＜参加者の感想と主な意見＞

・とても参考になりました。今後は直接現場で担当されている方の生の声も聞かせて頂ければ更に広い知見が得られると考えます。

・この分野の勉強はテキストも少なくなかなか１人で勉強しにくいので、大変勉強になりました。受講後は受講前と比べかなり能力
が向上したと思う。
・是非、継続して欲しい。また、終了後につくば市の農業生物資源研究所の訪問機会を考慮して欲しい。
・研究分野だけでなく応用分野の講義もお願いしたい。オプションで、NIASに行って実際の研究現場を見学できるツアーをやって
欲しい。
・最新の資料による教材、専門家の講師による熱心な講演、それを支える事務局のご苦労に感謝したい。
・豊富な資料をいただき感謝しています。
・NIASの各研究領域が行っている研究成果等をやさしく紹介いただいた。教材は事前にネット配信等でいただければ、予習もでき、

遺伝子組換え研究推進室（田部井、石川）
問合わせ先: 029-838-7431、kenkyu-suishin@nias.affrc.go.jp

又、費用や手間は受講者もちになる。
・遺伝子組換え作物の話をもっと聞きたかった。
・研究者の“ 目 ”だけでなく、学生や企業人、主婦などの立場から、自分の業務を見直してプレゼンしてもらえたらより良かったか
もしれない。


